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都道府県助産師出向支援
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平成25・26年度

助産師出向支援モデル事業の実施プロセス
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事前の段取り周知・日頃の関係

協議会の役割と構成員

コーディネーターの選定と役割

事業の位置づけと役割

都道府県の周産期医療の現状と分析

情報の把握と分析

出向元・出向先施設の選定と情報提供

出向調整・目的の明確化

出向元・出向先施設・出向助産師３者の満足

契約内容の確認

特に行政

教育支援
体制う育

教育支援体制

助産師出向支援事業を成功に導くためのﾎﾟｲﾝﾄ



□「助産師出向支援事業」の運営については、

あらかじめ県行政、医師会等関係団体や
関係機関と相談、連絡し、調査等の協力や
運営への支援を得る。事業導入時には、進捗
の報告をすることが重要である。

①事前の段取り・日頃の関係
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□協議会の役割り

協議会は、関係団体との協力や連携調整、出向施設
のマッチング調整、出向助産師の支援等助産師出向を
円滑に行うために大変重要である。

□「助産師出向支援協議会」の設置

・１都１４県において全て設置

・年間２～３回開催している

・長野県では、協議会前に「推進準備委員会」を開催

・沖縄県では、協議会と並行して「作業部会」を１２回開催
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②協議会の役割と構成員Ⅰ



□「助産師出向支援協議会」の構成

医師会、産婦人科医会、助産師会、
分娩取扱い医療機関、学識経験者、
県行政担当課県病院事業局、
助産師職能理事等

石川県では、県労働局が委嘱された

②協議会の役割と構成員Ⅱ
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１．出向助産師の意向を確かめていること

２．当該事業目的を理解した上で、各施設の目的を明確に
して事業の達成が可能であること

３．原則として、助産師の就業先の偏在が顕著な地域を
支援できること

４．助産師数が少なく分娩件数が多い施設を支援できること

５．出向施設及び出向助産師が処遇等で不利益を受けない
こと

６．出向施設及び出向助産師の目標を達成できる教育・
支援体制ができていること

７．助産師出向支援導入協議会に於いて、承認を得ること
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出向施設の『選定基準』（例）



□選定

分娩取扱い施設看護部長、開業助産師、県助産師会会長、

県協会副会長、大学教授（助産師）、元看護大学教授、

県協会教育担当等

□配置

・1名配置：11県

・2名配置：3県（鳥取、島根、長崎）

・3名配置：東京都

２名配置の鳥取県では、大学教授と専門学校教務主任であり
島根県では、前助産師職能委員長と県医療対策課看護職員
確保グループリーダーであった。３名配置の東京都では、助産師
職能委員長、助産師会、出向経験施設看護管理者等であった。

③コーディネーターの選定と配置Ⅰ

8



□協議会における位置づけ
・協議会の構成員または事務局に位置づけ

□出向開始前の役割
・都道府県内の周産期医療の現状把握・データ化
・出向元・出向先施設訪問・説明資料の作成
・マッチングに向けた調整
・協議会構成員との連絡調整、意見の集約

□出向開始後の役割

・定期的に出向助産師との面接を行い、出向中の経験や
困っていることを共有し、必要時施設間で課題を共有し、
解決に努める

□出向に関わる書類・報告書の作成

③コーディネーターの選定と配置Ⅱ
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□本事業の位置づけ

新規かつ重点事業として各都道府県平成27年度事業計画に
位置付け、理事会での進捗状況の報告、協力依頼、広報活動
等実施することが望ましい。

□担当役員の明確化

重点事業として位置付けることで、事業担当者が明確となり、
コーディネーターが部外者であっても、事業の進捗、課題の
共有ができ、必要時速やかな対応が可能となる。

④事業の位置づけと役割
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□出向元・出向先施設の募集・決定について
・出向希望施設を募集し、各施設の事前情報収集シートを活用し、
目的やニーズ状況を整理し、リスト化する。

・それぞれの医療施設の希望と出向目的との調整を図り、希望に
合致した出向助産師の要件を明らかにする。

・事前情報収集では、病院長、事務部長、看護部長、産科管理者
の合意の有無についても確認し、施設訪問では、関係者の同席
を求める。

・出向先施設では、出向助産師に期待する業務内容が明確に
なった時点で、出向先施設でその条件に相当する給与（年収）を
把握しておくことが望ましい。

□出向助産師の決定
・助産師のキャリアパスの一環として、自ら出向を希望する

助産師とし、強制はしない。

出向元・出向先施設の募集及びマッチング
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□「助産師出向支援導入事業」は、医師会等関係団体や
関係機関とあらかじめ相談、連絡し、調査等の協力や
運営への支援を得る。事業導入時には、進捗の報告を
行う。

□出向助産師が出向先施設の環境に適応できるように、
出向元施設の師長は、出向助産師の環境への適応状況
などを出向先施設の師長と情報交換しながら、支援する
体制が必要である。
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本事業推進にあたっての留意点Ⅰ



□出向助産師が、出向期間中に出向元の施設に
戻って、師長等看護管理者と面談し出向に
ついての成果を共有する時間をとる必要もある。

□コーディネーターが調整を行うことが前提では
あるが、出向助産師が出向元施設に戻って、
自分の役割を振り返る機会を持つことは、
自身のキャリアを醸成していくうえで重要である。

□出向元施設の師長等看護管理者が、助産師
出向支援に果たす役割は大きい。
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本事業推進にあたっての留意点Ⅱ



□出向元施設は、出向が終了した助産師にとって、
出向が助産師のキャリア評価の一環として
位置付けられ、助産師の処遇に反映させるよう
事前に協議されていることが望ましい。

□都道府県や施設によっては、助産師と看護師の
相互出向も考慮する必要がある。助産師の出向
に際し、看護師も含め、研修の形で人事交流を
実施し、看護職員数の公平性を保っていると
いう事例もある。
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本事業推進にあたっての留意点Ⅲ



□協議会の役割り
□コーディネーターの位置づけと役割
□県の周産期医療の特徴と本事業目的の周知
□出向元施設の確保
□出向元施設訪問と出向先の情報提供
□出向希望助産師の確保
□出向先初回訪問時の出向先施設対応者
□出向助産師と出向先施設との面接
□契約内容の吟味（給与）と締結の場の設定
□教育支援体制
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本事業推進にあたってのポイント
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都道府県における周産期医療と助産師偏在の現状把握
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□出向元・出向先施設で組織内の合意が得られ、双方の

出向目的が明確になっている。

□出向する助産師の身分が保障され、処遇面で不利益を

被らない。特に、給与面については、出向元・出向先の

施設で重要な懸案事項となるため、コーディネーターは、

出向元施設で支払われている給与額(年収)を把握し、

個人情報に配慮した上で、双方に知らせて

おくことが、望ましい。
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出向を可能にする体制についてⅠ



□出向助産師にとっては、通勤や転居に伴う生活の変化が
大きな負担となる。出向助産師の負担にならないよう通勤
や転居に係る費用等に配慮し、通勤範囲等の出向助産師
の意向を尊重して出向先施設や機関をコーディネートする。

□医療安全に関する対応を事前に確認し、出向助産師
本人が賠償責任保険に加入していることが重要である
ため、確認しておくことが望ましい。

□助産師出向支援導入事業は、人件費の差分が充当され
ないため、基金などの活用で対応することも可能である。

18

出向を可能にする体制についてⅡ



□出向元施設、出向先施設で、出向に関する
契約を締結するが、その締結内容については、
出向する助産師にもあらかじめ提示し確認・
了承を得ることが求められる。

契約(協定)書について
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□出向助産師氏名

□身分：在籍型であること

□業務内容及び配属

□服務規程

□出向期間

□出向期間の変更

□労働時間・休日

□年次有給休暇

□時間外労働

□安全管理・健康管理

□守秘義務（秘密保持）

□労災保険

□社会保険等

□勤務実績等の報告

□赴任・帰任旅費

□住居

□復帰

□福利厚生

□負担金の支払い

□協議事項

契約(協定)書の項目（例）
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□周産期医療事情や助産師出向のニーズが把握、理解
されていること。

□出向先施設の役割や実施内容を明確にしておくこと。

□出向する助産師の人柄も影響する。

□事業を看護協会として実施すること。

□協定書の内容は出向助産師、出向元、出向先施設の
三者に齟齬がないよう慎重・丁寧に照合すること。

□助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）の
活用と推進も重要である。

助産師出向の成功に繋がったと考えるポイントⅠ
（複数回答）
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□本事業を実施する根幹である目的を明確にし、出向助産師、
出向先、出向元で共有すること。

□本事業の必要性を関係者全員が理解して取り組むことが、
事業の展開中に生じる諸課題の円滑な解決に繋がっていた。

□周産期医療への貢献のためにも、関係者や関係団体間の協力
と連携がえられることが望ましい。

□コーディネーターや適切な人員による施設訪問、出向助産師
へのきめ細かい対応や出向の受け入れ準備支援が必要。

□出向助産師のモチベーション維持と向上のための支援

□出向助産師、出向先、出向元施設のどの三者にも不利益が
生じないこと

□出向元、出向先施設の長、管理者、事務、職員への
説明と理解

□出向目的にあった出向期間を設けること

助産師出向の成功に繋がったと考えるポイントⅡ
（複数回答）
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□助産師出向支援導入事業の目的
□ニーズ調査と出向目的の明確化

１）都道府県における周産期医療と助産師偏在の現状把握
２）助産師出向等に関する医療機関へのニーズ調査の実施
３）出向目的の検討

□「助産師出向支援導入事業協議会」について
１）「助産師出向支援導入事業協議会」の設置と構成
２）コーディネーターの役割

□助産師出向支援導入事業手順
１）出向元・出向先施設の募集及びマッチング
２）出向助産師の決定
３）契約（協定）
４）出向先の準備
５）定期的・継続した訪問支援
６）評価

助産師出向支援導入事業の実施にあたって
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Å安全・安心な妊娠・出産・育児環境の整備を
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ご静聴ありがとうございました


